　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載例

小田原造船株式会社第○回取締役会議事録
１．日　時　　○○○○年4月1日午前9時00分
１．場　所　　神奈川県小田原市城内1丁目1番1号　本社会議室

１．出席者　　取締役総数　5名　　　出席取締役　4名
　　　　　　　監査役総数　2名　　　出席監査役　1名　（注1）
　上記のとおり出席があり、取締役会は有効に成立したので、代表取締役社長甲野太郎が定刻議長席につき審議に入った。

議案　　
「日本財団○○○○年度造船関係事業○○資金の融資」に係わる株式会社小田原銀行の借入に対する連帯保証契約の件

議長は、本議案を付議し、当社が融資を受ける予定の株式会社小田原銀行（以下、「小田

原銀行」という）が公益財団日本財団（以下、「日本財団」という）から下記金員を借入れるにあたって、日本財団の貸付業務規程により、連帯保証を必要とすることから、当社が連帯保証人となる件について説明し、審議を求めた。

1 借入申込金額　　５，０００万円（○○○○年度第○回○○資金）

　　　　　　　　　　　　※但し、保証金額は融資実行金額とする。

2 利　　　　率　　年０．０１％

3 特　　　　約　　連帯保証人であるが、主たる債務者である小田原銀行の経営が破綻し
　　た場合に請求を受けるものである。また、本借入に係わる債権が日本
財団が認めた営業譲渡により他の金融機関へ移転されても引き続き
連帯保証を引き受けるものとする。

　本件につき、専務取締役乙野次郎より、当社が小田原銀行から融資を受ける必要性及び日本財団の貸付制度における連帯保証条項などについて説明があり、慎重に審議した結果、当社において融資を受ける必要があり、他方、連帯保証に応じても小田原銀行の資力に鑑みて格別の不安はないと思われる等の理由により、当社に対する融資が決定した場合には、決定した貸付金に対して当社は日本財団の貸付業務規程を遵守することとし、出席取締役全員一致をもって本議案を承認可決した。
　以上をもって議事の全部を終了したので、議長は午前9時30分閉会を宣した。以上の結果を明らかにするために、本議事録を作成し、出席取締役及び監査役は次に記名捺印する。


議長　代表取締役社長　　甲野太郎　印　　（注2）
　　　専務取締役　　乙野次郎　印　　（注2）
　　　常務取締役　　丙野三郎　印　　（注2）
　　　取締役　　丁野四郎　印　　（注2）
　　　取締役　　戊野五郎　印　　（注2）
本取締役会議事録（写）は原本と相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　
神奈川県小田原市城内1丁目1番1号
　小田原造船株式会社
代表取締役　　　甲野太郎　印　（注2）（注3）
　　　　
（注1） 監査役設置会社の場合で監査役が出席された場合には、監査役の氏名も記載して
ください。「資本金1億円超」の株式会社は監査役出席が必須です。
（注2） 取締役氏名は、商業登記簿謄本（履歴事項全部証明）に記載されている氏名と合

致していることをご確認ください（字体に注意してください）。
（注3） 印鑑証明書登録印をご使用ください。

（注4） 議事録（写）が2ページ以上になる場合は、綴込み部分に割印願います。
